
ホストタウン・スポーツ合宿の取組



人 口 ３８,９６６人（H27国勢調査速報値）

面 積 ４７１ K㎡（東西32.84㎞、南北20.73㎞）

位 置 北緯44度02分 東経144度14分

気 温 最高 35.1℃ 最低 -15.0℃（H29）

降 水 量 年間 803.0m/m（H29）

最大積雪深 72ｃｍ（H29）

網走市の概要

057155
テキストボックス
－１－




オーストラリア～７人制ラグビー ・車椅子陸上長距離競技

3

ホストタウン一次登録

◎ラグビートップチーム「サントリーラグビー部」オーストラリア出身、ピーター・ヒューワットコーチによる「オーストラリア交流事業」

【2312年】【2316年】
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◎オーストラリア女子セブンズラグビースタッフへ誘致活動

２０１７ワールドラグビー女子セブンズシリーズ北九州大会にて
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韓国 大韓陸上連盟 追加登録申請中

大韓陸上連盟と網走市は２００３年より日本陸連が主催している韓日交流事業として、網走
合宿とホクレンディスタンス網走大会に参加いただいている。ホクレンディスタンス網走大会
では、韓国記録が４個出るなど好成績を残している。
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大韓陸上連盟と協定
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・1987年 インターハイボート競技全国大会開催

・1988年 ソウル五輪直前合宿（ボート、女子体操、陸上長距離、バドミントン）地に指定

網走市スポーツ合宿実行委員会発足

法政大学ラグビー部合宿誘致 （その後、実業団チームの受入に発展）

・1989年 網走スポーツトレーニングフィールド供用開始 （現在、41.4ha）

北海道はまなす国体ボート競技会場指定

・2008年 北京五輪陸上競技（マラソン、10,000ｍ、5,000ｍ）直前合宿受入

・2011年 ジャパン・ラグビートップチーム１４チーム中８チームが合宿 （７～８月）

・2014年 ソチ・パラリンピック バイアスロン日本代表チームが合宿

・2015年 スケート連盟ナショナルチームが合宿

・2016年 リオデジャネイロ五輪 男子セブンズ日本代表（男子７人制ラグビー）が合宿

・2017年 女子セブンズ日本代表（女子７人制ラグビー）が合宿

※近年は大学ラグビーチームの合宿が増えてきている （H29実績）

法政大学（1988～30回目）、 東海大学（2002～14回目）、 山梨学院大学（2014～4回目）

慶應義塾大学（2014～4回目）、 早稲田大学（2016～2回目）

網走市におけるスポーツ合宿誘致の経緯

網走のスポーツ合宿
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スポーツ合宿の状況

２０１７年度 実人員１，９８５人 延べ１７，３４８泊
経済効果 ６４４，２５２千円

２０１９ ラグビー
ワールドカップ公認
キャンプ地指定
２０２０ 東京オリ
パラホストタウン
一次登録

日本オリンピック
委員会（ＪＯＣ）
陸上競技強化
センターに指定

日照時間が長い
夏は涼しい
首都圏へのアクセス
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スポーツ合宿受入れにあたっての網走市が取り組んでいること

（１）上質なトレーニング環境の提供

（２）経済効果を生み出す仕組みづくり

（３）スポーツ合宿に対する市民意識の醸成

（４）スポーツ合宿に対する行政の意識改革

他地域と差別化したトレーニングフィールドの整備

・網走トレーニング・フィールド等の整備

・スポーツ合宿を優先した利用の推進

トップアスリートは究極の観光リピーター

・地元ホテルの創意工夫とホスピタリティの向上

・小売店や飲食店、地域交通機関への経済波及効果

スポーツ合宿と市民受益の実現

・トップアスリートが集う国内有数のスポーツキャンプ地 ⇒地域のイメージアップ

・スポーツ合宿継続による地域スポーツ振興への寄与

・スポーツ合宿による経済効果試算額の公表

スポーツが経済活性化に寄与するという共通認識

・スポーツツーリズムを政策課題の一つに位置付け

・スポーツ合宿誘致事業については全庁的な共通認識を持って取り組む

網走トレーニング・フィールド
（天然芝グラウンド、約41.4ha）

全天候型舗装の陸上競技場
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網走市におけるスポーツ合宿を通じての地域活性化の展望

（１）トレーニング環境の更なる充実

（２）近隣市町村との連携・組織化

（３）大会の誘致、キャンプ地指定の取り組み

市民ニーズと合宿チームのニーズの融合 （トレーニング環境の更なる整備）

トップアスリートが集う地域の確立

地域イメージの向上及び地域経済の活性化

網走市・北見市・美幌町・津別町（２市２町）の連携強化

スケールメリットを生かしたスポーツ合宿の誘致

地域全体への経済波及効果の実現

２０１６年 リオデジャネイロ五輪（JOC強化センター指定）

２０１６年 リオデジャネイロ五輪 男子セブンズ日本代表（男子７人制ラグビー）が合宿

２０１７年 女子セブンズ日本代表（女子７人制ラグビー）が合宿

２０１９年 ラグビーワールドカップ2019公認･事前キャンプ地(フィジー代表･日本代表）

２０２０年 東京オリンピック・パラリンピック
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